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東京神田橋外　濱田自転車店」。
　ついでにもう一つ。店先の砂利を敷いた
でこぼこ道を眺めていて、「雨の日はさぞ
難儀したろうな」と思ったら、急にゴム長
靴のことが連想されてしまった。早速値段
の風俗史を見たが、あいにく明治期の記録
はなかった。頼みは明治の型録と探してみ
たら、幸いにも明治40年（1907）の大塚商
店（現・大塚製靴株式会社）の『製造販賣
品定價表』で、やっとゴム長靴との出会い
があった。（写真参照）
　明治のゴム長靴は革靴と同じ値段、庶民
には手の届かぬ高嶺の花であったことに、
先ず驚いていただきたい。 この項続く　

　前号で、洋馬具と靴の専門店「三星商会」
の開店記念写真をご覧いただいたが、明治
末のあの写真からは、宿題の看板字「鞁

ひ

」
以外にも、興味引かれるものがあるので、
もうしばらくお付き合いをいただきたい。
　この種の店頭写真は、明治時代に発行さ
れた「靴」や「鞄」の型録にも載っている
ので、見比べることができる。
　それらを見ると、決まって店先には何台
かの自転車を並べ、それを誇示するような
写真が多いから印象に残る。
　主題ではないので深入りはしないが、座
右の書『明治事物起原』（石井研堂）と『値
段の風俗史』（週刊朝日編）があるので、
それを頼りに自転車の事始めにも触れてみ
たい。
　明治の自転車は、アメリカやイギリスか
らの輸入で、価格も200円から250円もした
そうである。当時、小学校の教師の初任給
が、10円から13円だった時代である、その
高額さも計れるかと思う。
　現在のような「空気入りゴム輪自転車が
開発されたのは、明治30年（1897）頃から
で、国産化は明治40年（1907）頃だそうで
ある。当初価格50円から150円と低価格だっ
たので、普及にも拍車がかかり、大正期に
は国産車が主流になったという。草創期の
珍しい広告があるので、それを紹介して区
切りとしたい。
　明治33年（1900）の日本橋三井呉服店（現・
三越）の型録『流行』（第九号）に載って
いた広告である。
　「《自転車屋内練習》弊

へいてん

店屋内練習所にて、
傳習料として金貮圓五十銭御佛込になれ
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